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	協　　議　　事　　項　　等

	次第
1 開会
2 会長あいさつ
3　協議事項
上田地域における地域協議会の設置単位の見直しについて
(1)　市民参加・協働推進課から提案説明
(2)　協議（質疑応答含む）
(会長)資料の中で事前意向調査の結果を見ると、該当する6地域協議会全て賛成となっている。今日はそれを正式に意見書として出してよろしいかどうか、付帯意見を付ける必要があるかを含めて、協議いただきたい。会議名称や会議場所についてはまた後日検討することで問題ない。
　先程の説明に対して、質問等あればお願いしたい。
(委員)委員数の説明の中で、「応募がなかった場合は、人口比を考慮し、7人目の選出を行うこととする」とあるが、これがちょっとよくわからない。
(市民参加・協働推進課)委員の公募については、それぞれ3地域を一つにするということですので、
一つの地域の中から一人は公募で選出したいと思っている。仮に一つの地域から3人公募があったとしても、
最大で一人を選出する。3地域それぞれ一人ずつ選出された場合、それを委員の数に入れて、人口比を考慮すると上田城南地域で7名、塩田地域で7名、川西地域で6名の計20名になると思う。塩田7名の委員の内、1名を公募で募集された方を選出したいという意味合い。
(委員)そこまでは理解出来た。公募がなかった場合は、どうなるのか。
(市民参加・協働推進課)これまでは一つの地域で5人公募という時もあったが、1人も応募がない地域もある。出てこない場合は、公募を除いた数として7名を最大として委員を構成したいと考えている。
(委員)まず「6名の選出を基本とし」というところまでで3地区で18名。本来なら残りは2名だが、公募で各地域1名を募集してしまえば21名になってしまうから、1地域協議会で最大3名というのがよくわからない。
(市民参加・協働推進課)6名を基本とするが、公募が優先される。地域によっていろいろケースが考えられるので、塩田は0人で川西と城南は1人ずつというケースもある。多様なケースに対応して1地域最大7名(内公募1名)としたい。塩田地域から公募に対して応募あれば、公募1名を合わせて塩田地域からは7名の選出となる。
(委員)今は定数を満たしていないところがあるから19名とか、15名というところがあるが、今度人数を揃えて1地域6名とすれば18名は出でくると思う。そこにプラスして各地域から1名の公募を行うという意味ではないということですか。
(市民参加・協働推進課)書かれている意味合いは、新設する1つの地域協議会は3つを合併して1つの地域協議会にしたときの文章になっていて、上田市全体のことではない。仮に左岸になったときに、上田左岸地域協議会は20人で構成されるが、それぞれ塩田・城南・川西地域協議会から6名(または7名)という選出が基本になる。左岸地域協議会の最大は20人だが、このうち公募で応募できるのは最大で3名で、塩田からは1名ということになる。
(委員)左岸の方から20名集める。塩田・城南・川西からそれぞれ6人ずつ委員を決め、残ったところは公募で決めるという意味ですよね。
(市民参加・協働推進課)全体で公募を先にやりますので、公募が先に決まってから、それぞれ委員の選出をさせていただく。
(委員)左岸地域協議会として、公募で3名を先に決めるということですね。
(市民参加・協働推進課)はい。3名のうち、各地域から最大で1名ずつ選びます。
(委員)公募で3名が決まり、上限の20人にするために、人口的には川西が一番少ないから一人減らすようなことでいいのか。
(市民参加・協働推進課)そういう形となります。
(委員)公募ありきということですね。
(委員)左岸という組織になった場合、従来は城南・塩田・川西というくくりは誰が管理するのか。左岸という一括りで、その下に細かい組織形態にはならないですよね。その辺のイメージが沸かない。
(市民参加・協働推進課)地域協議会の委員の構成を示して、そこにお住まいの住所の方を選ぶというのが原則になっており、住所を有する方をこれまでも、これからも基本として6名ないし7名選んでいくという形になる。塩田地域協議会というのは無くなるが、その地域にお住まいの方がその地区の担当として選出されるというイメージとなる。
(委員)前回までの説明は、例えば塩田地域に文化施設を建設したく、塩田地域の人達の意見を聴取したいといった時に、部会を設置するということは可能ということだった。そういう理解でよろしいか。
(市民参加・協働推進課)はい。川西部会・城南部会・塩田部会というような形で作っていけるよう、申し合わせでやっていきたい。
(委員)2つの地域協議会にしたときに、事務局はどこが管理するのか。
(市民参加・協働推進課)3つの地域で1つの地域協議会になるので、市の組織条例を改正して、今それぞれの地域にセンター長または政策幹という形で地域協議会を担当する形になっているが、今後については市民参加・協働推進課が主担当となるが、それぞれの地域のセンター長または政策幹に協議に加わっていただいき、しばらくは対応していく予定。
(委員)どこが取り仕切るようになるのか。
(市民参加・協働推進課) 市民参加・協働推進課になろうかと思う。今も中央・西部・城南は市民参加・協働推進課がとりまとめている。地域の方が誰も出ないということではなく、今もセンター長と政策幹にも一緒に協議会に出ていただいていて、しばらくは同じような形になろうかと思う。
(委員)条例は変える必要がありますね。
(市民参加・協働推進課)上田市地域自治センター条例は地域自治センターの中に複数置けるとなっているので変更は不要、上田市地域協議会規則を変更することになる。

(委員)当面は市民参加・協働推進課の方で、中心になり、事務局を担当するということですね。
(委員)地域自治センター条例の第2条における地域自治センターというのは、豊殿や塩田、川西というのは、サブ的な地域自治センターであって、上田市地域自治センター全体の中に複数左岸と右岸に置く、つまり第2項に定義された地域自治センターと、第１項で定義されたものは意味合いが違うということですよね。
(市民参加・協働推進課)はい。
(委員)住民自治組織がまだできていない中央地域の現状についてもう少し詳しく教えて欲しい。新たに北部地区と南部地区に設立検討部会ができて、設立に向けた準備を進めているということが資料に記載がある。
(市民参加・協働推進課)本来中央地域として1つの住民自治組織ができることを想定していたが、地区連単位の結び付きが強いということもあり、住民自治組織に対する理解がなかなか進まなかった経過がある。
本来は令和2年度を持って、全てのまちづくり組織ができる予定だったが、神川地域が先行して設立されているが、残りの北部・東部・南部・中央の4つが現在できていないという状況。現在、北部地区が単独で11月に正式な住民自治組織として設立する予定。中央・東部地区の検討会はまだ立ち上がってはいないが、来年度中に準備会を立ち上げ、令和4-5年には全ての地域での設立を目指しています。

(会長)別紙の意見書について、塩田地域協議会として付帯意見は必要か。
特に付帯意見はないようなので、意見書について決を採りたい。
---全員一致で賛成---

今後に向けての検討事項として、協議会の名称や開催場所、委員の選考について意見をお聞きしたい。

(委員)開催場所については、持ち回りがいいと思う。城南や川西にはあまり馴染みがないので、会場に行くことで地域のことが分かり、愛着も沸いてくるのではないか。
(委員) 場所については、持ち回りがいいと思う。会場は市民参加・協働推進課で選定してよいのではないか。
創造館もよいが上田市の施設ではなく広域連合の施設のため、いかがなものか。

(会長)委員選考の考え方として、地域協議会は将来的に発展的に解消されたいという背景には住民自治組織ができたため。塩田まちづくり協議会の委員の意見が反映できるような委員選出をお願いしたいと思う。
(委員)人数や選出の仕方については説明してもらったのでよくわかった。開催場所を持ち回りにという意見についても、後で意見書に付け加えるということか。
(市民参加・協働推進課)先程会長に決を採っていただいた内容は、市からの諮問に対する意見ということで提出していただく。名称や開催場所については新しい協議会に引き継ぎさせていただき、他地域からの意見も併せて集約した形で運営していきたい。今日はざっくばらんにご意見をいただければと思う。
(会長)意見書の中に細かく規定すると色々な意味で制約ができてしまうと思うので、あまり細かいことは書かないほうがいいと思うが、今後検討していくというところで、我々今集まっている委員さんもどこかで検討されて今20名集まっているというわけではないのですよね。まちづくり協議会から3名、福祉の方から1名とか、こういったことを念頭に委員選出して欲しいと塩田地域自治センターに申し上げればいいかと思う。男女の割合とか、そんなところはいかがか。

(委員)見直しによる地域意見の反映のところで、部会の設置を検討すると明記されているが、部会の方はどうなるのか、今の段階では見えない。市民参加・協働推進課で音頭を取って、部会を設けてくださいと話があるのか。
(市民参加・協働推進課)川西地域協議会からは、今の地域協議会で検討している鹿・猪被害の問題について立ち消えにならないように、引き続き第9期地域協議会でも検討していきたいとの要望があり、里山問題に詳しい、地域性を考えられる方を選考して、検討出来る場を作って欲しいという要望があった。塩田でも継続して取り組みたい・協議したいものがあれば、そういった方を選考することも可能。1期2年ですので、課題が出たところで人選を変えていくことも可能。
(委員)地域性の課題のあるものはいいが、第二次上田市総合計画について、地域協議会で諮問されてくると思う。塩田の土地性をどのように反映していくのかという場面が今後想定される。その時に新たに部会を作るのかが見えない。今回の見直しのときに、部会の構成というものも併せて検討しておいた方がいいのではないか。
(委員)委員の選考に関して、1年間会議に参加してきた中で、地域協議会は発展的解消または無くして、塩田まちづくり協議会にその機能を移すということで話をしてきた。地域協議会の性質は塩田まちづくり協議会と違うから、多分無くならないのだろうと思っている。機能としては塩田まちづくり協議会へ含めるということを考えると、塩田地域から選出する地域協議会委員は、塩田まちづくり協議会の委員の中から選ぶというようにすれば、ここで検討していた内容が、その後実現するのではないかと思う。
(会長)ご指摘いただいたように、塩田まちづくり協議会の龍野会長さんいらっしゃいますけれども、6つの部会を設けて定期的に地域の課題解決に向けた会議をされている。そこから選出いただくのが一番いいが、そこの委員さんが6年の重荷を背負ってやるというのも、それはそれで大変だと思うので、全てがそこからの選出というのは難しいかなと思う。
(会長)次回、意見書を正式なものとしてまとめることになるのか、ここでもう決議したから8月は開催しなくてもいいのか。事務局いかがか。
(市民参加・協働推進課)意見がまとめれば、開催は不要です。

(会長)塩田地域協議会では調査研究も行わないということで決まっていますので、特に市の方で諮問事項等がなければ、いただいた意見書の案をとっていただいて、塩田地域協議会の正式な意見として提出いただき、8月は開催しないということにさせていただきたい。
4　その他

(委員)塩田まちづくり協議会の話題が出ているが、住民自治組織は自治基本条例の第19条で定期的に評価を行い、評価結果を公表するとあるが、一回も行っていないと思う。これについてどのように考えているか。
(市民参加・協働推進課)委員のご指摘の活動の評価については、まだ行えていないが、年に数回全地域で集まって事務局で反省会を行っている。会長同士が集まるような会議は、今のところできていない。今年、住民自治組織の会長さんに集まっていただいて、今後の運営について検討していくことを計画している。また報告したい。
5 閉会



